
兵庫の治山・林道と森林整備

題字  谷　洋一 前会長

林道峰山線フォト＆ハイク集合写真
（とのみね自然交流館）

第29号平成23年1月発行

● 平成23年 知事新春メッセージ 「自立新時代に向かって」（兵庫県知事 井戸敏三） …………………………………………２
● 年頭挨拶 「新春を迎えて」（㈳兵庫県治山林道協会 会長 田路　勝） ………………………………………………………………３
● 平成22年度 林業賞受賞（兵庫県農政環境部農林水産局林務課） ………………………………………………………………………４
● 治山・林道コンクール受賞者の紹介 …………………………………………………………………………………………………………５
● 平成21年台風９号災害の復旧状況について（兵庫県農政環境部農林水産局治山課） …………………………６・７
● 「壊れにくい道づくり講習会」の開催について

（兵庫県立農林水産技術総合センター森林林業技術センター 梅垣博之） ………………………………………………………８・９
● 林道峰山線、峰山・砥峰高原で 秋のフォト＆ハイク …………………………………………………………………………………10・11
● 林道妙見蘇武線で行く 森のまつりと秋の林道散策会 …………………………………………………………………………12・13
● 紅葉の瀞川・氷ノ山林道で自然観察ウォーキングを実施 …………………………………………………………………14・15
● ロープネット・ロックボルト併用工法研究会講演会「斜面対策工法の新しい考え方（耐震を含む）」

（兵庫県農政環境部農林水産局治山課） ………………………………………………………………………………………………………16・17
● 緑豊かな「豊岡市日高町名色地区」で「ひょうご森のまつり２０１０」を開催

（兵庫県農政環境部環境創造局豊かな森づくり課） ………………………………………………………………………………………………18
● 第25回「ひょうご木材フェア」10月10日㈰開催（兵庫県木材利用推進協議会） …………………………………………………19
● 平成22年度補正予算、平成23年度予算の概算決定について ……………………………………………………………19
● 協会だより ……………………………………………………………………………………………………………………………………………………20
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平
成
23
年　

知
事
新
春
メ
ッ
セ
ー
ジ

　

二
十
一
世
紀
の
幕
開
け
か
ら
十
年
、
新
し
い
社
会
の
し
く
み
づ
く
り
が
模

索
さ
れ
て
い
ま
す
。
デ
フ
レ
経
済
下
で
経
済
雇
用
の
停
滞
が
長
く
続
き
、
先

行
き
に
対
す
る
閉
塞
感
が
漂
っ
て
い
ま
す
。
ま
ず
は
デ
フ
レ
円
高
対
策
を
適

切
に
実
行
し
、
あ
わ
せ
て
社
会
的
枠
組
を
再
構
築
し
て
将
来
不
安
を
払
拭
す

る
と
と
も
に
、
多
様
な
地
域
が
個
性
を
発
揮
し
て
元
気
な
地
域
づ
く
り
を
進

め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
に
も
、
短
期
、
中
長
期
を
見
極
め
、

直
面
す
る
課
題
を
明
ら
か
に
し
、
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
を
描
き
、
シ
ナ
リ
オ
を
準

備
し
て
力
強
く
実
行
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

自
立
新
時
代
に
向
か
っ
て

兵
庫
県
知
事

　

第
一
は
、
経
済
雇
用
対
策
。
景
気
低
迷
と
急
速
な
円
高
を
克
服
し
、
頑
張

る
企
業
を
応
援
し
ま
す
。
ま
た
、
整
備
が
進
む
京
速
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
、
Ｘ
線

自
由
電
子
レ
ー
ザ
ー
な
ど
の
科
学
技
術
基
盤
と
企
業
立
地
の
優
位
性
を
生
か

し
、
兵
庫
産
業
の
競
争
力
を
高
め
ま
す
。

　

第
二
は
、
安
全
安
心
で
質
の
高
い
生
活
環
境
。
風
水
害
や
地
震
に
強
い
県

土
づ
く
り
、
地
域
医
療
や
健
康
福
祉
の
基
盤
づ
く
り
、
充
実
し
た
子
育
て
環

境
づ
く
り
、
街
の
賑
わ
い
づ
く
り
な
ど
、
生
活
の
豊
か
さ
を
確
保
し
ま
す
。

ま
た
、
山
陰
海
岸
ジ
オ
パ
ー
ク
を
は
じ
め
、
広
い
県
土
の
豊
か
な
自
然
と
人

と
の
ふ
れ
あ
い
を
生
か
し
、
環
境
優
先
兵
庫
の
魅
力
を
高
め
ま
す
。

　

第
三
は
、
自
立
新
時
代
へ
の
前
進
。
関
西
広
域
連
合
発
足
を
契
機
と
し
た

関
西
の
自
立
、
行
財
政
構
造
改
革
と
長
期
ビ
ジ
ョ
ン
の
推
進
に
よ
る
兵
庫
の

自
立
、
人
と
社
会
の
協
働
に
よ
る
地
域
の
自
立
を
め
ざ
し
ま
す
。

　

自
ら
考
え
行
動
す
る
人
々
が
拓
く
新
時
代
に
向
か
っ
て
、
変
化
に
負
け
な

い
元
気
な
兵
庫
を
創
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　
　
　

新
し
い　

自
立
の
時
代

�

創
ら
ん
と　

人
と
地
域
が　

絆
基
い
に　
　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。



年
頭
挨
拶

新
春
を
迎
え
て

㈳
兵
庫
県
治
山
林
道
協
会　

会
長

宍
粟
市
長

（3） 平成23年1月7日

　

皆
様
に
は
、
ご
家
族
揃
っ
て
新
し
い
年
を
迎
え
ら
れ
た

こ
と
を
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

平
素
は
、
当
協
会
の
業
務
の
推
進
に
つ
き
ま
し
て
、
格

別
の
ご
支
援
、
ご
協
力
を
賜
り
厚
く
お
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
、
21
年
台
風
９
号
災
害
等
に
よ
り
被
災
し
た
森

林
の
復
旧
に
県
は
、
治
山
激
甚
災
害
対
策
特
別
緊
急
事
業
、

県
単
独
治
山
事
業
等
で
迅
速
に
対
応
し
て
い
た
だ
き
、
地

域
の
安
全
が
確
保
さ
れ
つ
つ
あ
り
、
感
謝
い
た
し
て
お
り

ま
す
。
今
回
の
災
害
に
お
い
て
平
成
16
年
災
害
を
教
訓
に

森
林
の
防
災
面
で
の
機
能
強
化
の
た
め
に
実
施
さ
れ
た

「
災
害
に
強
い
森
づ
く
り
」
施
行
地
に
お
い
て
、
土
砂
の

流
出
が
防
止
さ
れ
、
こ
れ
ら
の
施
策
効
果
が
認
め
ら
れ
ま

し
た
。
こ
れ
は
森
林
の
防
災
機
能
の
向
上
に
は
災
害
に
強

い
森
づ
く
り
が
欠
か
せ
な
い
と
い
う
事
で
は
な
い
か
と
思

い
ま
す
。

　

今
年
は
、
原
木
集
積
か
ら
製
材
加
工
ま
で
を
一
体
的
に

行
う
大
型
製
材
加
工
施
設
「
兵
庫
木
材
セ
ン
タ
ー
」
が
本

格
的
に
稼
働
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
セ
ン
タ

ー
は
昨
年
の
11
月
７
日
宍
粟
市
で
竣
工
式
が
行
わ
れ
、
今

年
は
原
木
消
費
量
約
10
万
㎥
で
ス
タ
ー
ト
す
る
こ
と
と
な

っ
て
お
り
、
25
年
に
は
フ
ル
稼
働
の
約
13
万
㎥
を
予
定
し

て
い
ま
す
。
こ
の
こ
と
は
、
国
が
作
成
し
た
森
林
林
業
再

生
プ
ラ
ン
で
掲
げ
て
い
る
10
年
後
の
木
材
自
給
率
を
50
％

に
引
き
上
げ
る
の
に
、
時
宜
に
か
な
っ
た
も
の
と
考
え
ま

す
。
こ
れ
ら
の
原
木
供
給
を
行
う
た
め
に
は
木
材
生
産
コ

ス
ト
の
低
減
の
た
め
の
路
網
整
備
と
効
率
的
及
び
集
約
的

な
間
伐
が
必
要
で
す
。

　

ま
さ
に
県
が
進
め
て
お
ら
れ
る
林
道
周
辺
の
低
コ
ス
ト

経
営
団
地
の
設
定
に
よ
り
こ
の
よ
う
な
間
伐
が
行
わ
れ
る

も
の
と
思
い
ま
す
。

　

今
、
県
民
緑
税
に
基
づ
き
進
め
ら
れ
て
い
る
施
策
の
継

続
実
施
と
林
道
作
業
道
の
基
盤
整
備
や
減
災
に
向
け
た
治

山
対
策
な
ど
の
幅
広
い
取
り
組
み
を
期
待
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
皆
様
の
ご
健
勝
と
ご
活
躍
を

心
よ
り
祈
念
申
し
上
げ
、
新
年
の
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

新
年
明
け
ま
し
て

　
　
　

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。



平
成
二
十
二
年
度　

林
業
賞
受
賞

兵
庫
県
農
政
環
境
部
農
林
水
産
局
林
務
課
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■
主
な
ご
功
績

「
共
有
山
組
合
林
の
森
林
整
備
の
推
進
と

 

間
伐
・
路
網
整
備
の
普
及
」

　

青
木
康
文
氏
は
、
市
川
町
外
三
ヶ
市
町
共
有
財
産

一
部
事
務
組
合
の
職
員
と
し
て
、
昭
和
41
年
か
ら
共

有
山
の
森
林
管
理
の
実
務
を
受
け
持
ち
、
地
元
と
の

分
収
方
式
を
導
入
す
る
な
ど
、
地
域
の
森
林
整
備
を

推
進
す
る
先
導
役
と
し
て
林
業
の
振
興
に
大
き
く
貢

献
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
早
く
か
ら
林
内
路
網
の
必
要
性
を
訴
え
、

計
画
段
階
か
ら
関
係
機
関
や
地
元
に
積
極
的
な
働
き

か
け
を
行
い
、
各
種
の
路
網
整
備
事
業
の
導
入
を
推

進
さ
れ
、
林
業
生
産
の
基
盤
づ
く
り
に
も
尽
力
さ
れ

ま
し
た
。

神
崎
郡
市
川
町 

青�

木　

康�

文　
氏

■
主
な
ご
功
績

「
提
案
型
集
約
化
施
業
に
よ
る
森
林
整
備
の

 

推
進
と
森
林
リ
サ
イ
ク
ル
の
普
及
」

　

北
但
西
部
森
林
組
合
は
、
昭
和
46
年
の
組
合
合
併

以
来
、
地
域
林
業
の
中
核
的
担
い
手
と
し
て
地
域
の

森
林
整
備
の
推
進
に
大
き
く
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
集
約
化
に
よ
る
搬
出
間
伐
に
取
り
組
み
、

コ
ス
ト
分
析
と
創
意
工
夫
に
よ
り
森
林
所
有
者
へ
の

利
益
還
元
を
実
践
さ
れ
る
と
と
も
に
、
低
質
材
や
建

築
廃
材
を
燃

料
チ
ッ
プ
に

加
工
す
る
森

林
リ
サ
イ
ク

ル
の
普
及
に

も
尽
力
さ
れ
、

地
域
材
の
有

効
利
用
に
貢

献
さ
れ
ま
し

た
。

美
方
郡
香
美
町 

北
但
西
部
森
林
組
合

■
主
な
ご
功
績

「
優
れ
た
し
い
た
け
栽
培
の
実
践
と

 

地
域
林
業
の
活
性
化
」

　

水
田
進
氏
は
、
昭
和
47
年
か
ら
原
木
し
い
た
け
栽

培
の
技
術
研
鑽
に
努
め
ら
れ
、
高
品
質
な
し
い
た
け

栽
培
の
実
践
に
よ
り
、
島
内
ホ
テ
ル
へ
の
直
接
販
売

を
先
駆
け
て
実
現
す
る
な
ど
、
淡
路
椎
茸
生
産
組
合

の
組
合
長
と
し
て
、
し
い
た
け
生
産
の
栽
培
技
術
や

経
営
の
向
上
に
大
き
く
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
地
域
イ
ベ
ン
ト
や
小
学
生
の
体
験
学
習
に

積
極
的
に
参
加
し
、
原
木
し
い
た
け
の
魅
力
を
伝
え

る
な
ど
、
地
場
産
し
い
た
け
の
消
費
拡
大
や
Ｐ
Ｒ
活

動
に
尽
力
し
、
地
域
林
業
の
活
性
化
に
貢
献
さ
れ
ま

し
た
。

洲
本
市 

水 

田　
　

 

進　
氏



治
山
・
林
道
コ
ン
ク
ー
ル
受
賞
者
の
紹
介

（5） 平成23年1月7日

　

平
成
22
年
11
月
16
日
（
火
）
東
京
千
代
田
区
平
河
町
、

ル
ポ
ー
ル
麹
町
で
開
催
さ
れ
た
日
本
林
道
協
会
通
常
総
会

に
先
立
ち
、
㈳
日
本
治
山
治
水
協
会
・
日
本
林
道
協
会
主

催
に
よ
る
平
成
22
年
度
治
山
・
林
道
コ
ン
ク
ー
ル
の
入
賞

者
の
表
彰
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
兵
庫
県
で
は
次
の
方
々
が

受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

１
、
第
26
回
民
有
林
治
山
工
事
コ
ン
ク
ー
ル

林
野
庁
長
官
賞
に
株
式
会
社
宇
鷹
建
設（
姫
路
市
）が
輝
く

　

対
象
工
事
は
山
地
災
害
総
合
減
災
対
策
治
山
事
業
（
姫

路
市
夢
前
町
古
知
之
庄
）
の
工
事
で
、
古
知
之
庄
集
落
裏

山
の
渓
流
に
谷
止
工
一
基
、
護
岸
工
、
床
固
工
を
施
工
し

ま
し
た
。

　

現
場
は
集
落
に
近

い
の
で
、
現
場
内
の

安
全
管
理
及
び
地
元

の
安
全
に
も
万
全
を

期
し
、
丁
寧
な
施
工

に
努
め
地
元
と
の
調

整
を
十
分
に
行
い
、

地
元
か
ら
の
要
望
に

も
適
切
に
対
応
し
た
。

　

工
事
施
工
に
あ
た

っ
て
は
創
意
工
夫
が

み
ら
れ
資
料
及
び
施

工
管
理
は
良
好
で
、

出
来
栄
え
も
優
秀
で

あ
っ
た
と
こ
ろ
が
評

価
さ
れ
た
。

３
、
第
11
回
民
有
林
治
山
木
材
使
用
工
事
コ
ン
ク
ー
ル

㈳
日
本
治
山
治
水
協
会
長
賞
に

�

光
都
農
林
水
産
振
興
事
務
所
治
山
課

　

対
象
工
事
は
平
成
21
年
度
奥
地
保
安
林
保
全
緊
急
対
策

事
業
に
お
い
て
、
保
安
林
機
能
の
回
復
の
た
め
山
腹
復
旧

工
事
の
斜
面
表
土
の
流
出
防
止
の
た
め
の
柵
工
に
県
産
材

を
使
用
し
、
間
伐
材
の
利
用
促
進
を
図
っ
た
。
こ
の
事
業

に
よ
り
約
21
・
７
㎥
の
木
材
使
用
量
と
な
っ
た
。

２
、
第
26
回
民
有
林
林
道
工
事
コ
ン
ク
ー
ル

㈳
日
本
治
山
治
水
協
会
長
賞
に
尾
㟢
建
設
株
式
会
社

　

対
象
工
事
は
、
森
林
基
幹
道
「
三
川
線
」
３
│
５
工
区

で
、
こ
の
工
事
に
よ
り
香
美
町
香
住
区
隼
人
と
豊
岡
市
日

高
町
万
劫
を
結
ぶ
約
24
・
５
㎞
が
全
線
開
通
し
ま
し
た
。

　

林
道
の
最
終
工
区
と
い
う
こ
と
で
時
間
的
な
制
約
が
あ

る
中
、
出
来
高
管
理
、
品
質
管
理
を
適
切
に
行
い
、
現
場

で
の
仕
上
げ
は
丁
寧
で
美
し
く
出
来
て
い
た
。
施
工
管
理

体
制
に
優
れ
、
現

場
代
理
人
は
創
意

工
夫
に
努
め
、
工

事
記
録
写
真
の
整

備
も
良
好
で
既
設

林
道
の
路
面
補
修
、

測
溝
清
掃
を
積
極

的
に
行
い
、
周
辺

地
域
の
除
草
活
動

に
参
加
す
る
等
地

域
に
貢
献
し
た
こ

と
が
評
価
さ
れ
た
。

受賞会場にて

林道の完了

谷止工施行地全景

木柵の施行状況 施行地全景



平
成
21
年
台
風
９
号
災
害
の
復
旧
状
況
に
つ
い
て

兵
庫
県
農
政
環
境
部
農
林
水
産
局
治
山
課

１
．
は
じ
め
に

　

兵
庫
県
で
は
、
平
成
21
年
8
月
9
日
か
ら
10
日
に
か
け

て
、
台
風
第
9
号
に
伴
う
記
録
的
な
集
中
豪
雨
に
よ
り
、

県
西
部
か
ら
北
部
の
地
域
に
お
い
て
林
地
に
甚
大
な
被
害

が
発
生
し
ま
し
た
。

　

林
地
の
被
害
は
、
佐
用
町
・
宍
粟
市
・
朝
来
市
を
中
心

に
、
178
箇
所
、
約
50
億
円
に
上
っ
て
お
り
、
そ
の
内
訳
は
、

渓
流
か
ら
の
土
砂
流
出
が
69
箇
所
、
山
腹
崩
壊
が
109
箇
所

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

山
腹
崩
壊
の
約
63
％
は
、
平
成
16
年
台
風
23
号
で
発
生

し
た
風
倒
木
跡
地
で
起
こ
っ
て
お
り
、
ま
た
、
谷
筋
か
ら

の
異
常
出
水
に
よ
り
、
土
砂
と
立
木
が
下
流
へ
大
量
に
流

出
し
、
そ
の
発
生
箇
所
の
約
90
％
以
上
が
、
ス
ギ
・
ヒ
ノ

キ
が
植
栽
さ
れ
た
人
工
林
で
し
た
。

２
．
復
旧
状
況
に
つ
い
て

　

災
害
直
後
か
ら
、
二
次
災
害
の
防
止
と
住
民
の
生
活
環

境
の
復
旧
の
た
め
、
治
山
事
業
の
実
施
に
先
行
し
て
、
人

家
等
や
治
山
施
設
に
流
出
又
は
堆
積
し
た
土
砂
・
流
木
の

除
去
等
の
応
急
対
策
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

現
在
は
、
平
成
21
年
度
に
着
手
し
た
災
害
関
連
緊
急
治

山
事
業
に
引
き
続
き
、
治
山
激
甚
災
害
対
策
特
別
緊
急
事

業
等
の
公
共
治
山
事
業
や
、
県
単
独
治
山
事
業
等
に
よ
り

被
災
箇
所
の
本
格
的
な
復
旧
対
策
を
実
施
中
で
す
。

　

平
成
22
年
11
月
末
に
お
い
て
、
178
箇
所
中
112
箇
所
（
63

％
）
に
着
手
し
、
う
ち
55
箇
所
（
31
％
）
は
既
に
完
了
し

て
い
ま
す
。（
表
１
）

　

具
体
例
と
し
て
は
、
大
規
模
な
山
腹
崩
壊
が
発
生
し
、

交
通
迂
回
し
て
い
る
県
道
後
山
上
石
井
線
で
は
、
法
枠
工

に
よ
り
崩
壊
斜
面
の
安
定
が
確
保
さ
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。

（
写
真
１
）

　

ま
た
、
佐
用
町
仁
位
地
区
や
朝
来
市
田
路
地
区
の
被
災

渓
流
で
は
、
谷
止
工
の
設
置
が
順
調
に
進
ん
で
お
り
、
今

年
の
増
水
期
に
備
え
、
早
期
完
成
を
目
指
し
ま
す
。（
写
真

２
、
３
）

３
．「
山
地
防
災
・
土
砂
災
害
対
策
緊
急
５
箇
年
計
画
」

に
つ
い
て

　

こ
の
た
び
の
台
風
第
9
号
災
害
に
お
い
て
、
山
腹
崩
壊

地
や
渓
流
か
ら
流
出
し
た
立
木
で
橋
梁
部
が
閉
塞
し
、
護

岸
工
等
の
被
害
を
拡
大
さ
せ
た
こ
と
か
ら
、
県
土
整
備
部

砂
防
課
と
農
政
環
境
部
治
山
課
及
び
豊
か
な
森
づ
く
り
課

が
一
体
と
な
っ
て
、「
山
地
防
災
・
土
砂
災
害
対
策
緊
急

５
箇
年
計
画
（
平
成
21
～
25
年
度
）」
を
樹
立
し
、
被
災

渓
流
復
旧
対
策
に
加
え
、
総
合
的
な
土
砂
災
害
対
策
を
推

進
し
て
い
ま
す
。（
表
２
）

　

計
画
内
容
と
対
策
目
標
は
次
の
と
お
り
で
す
。

①
治
山
ダ
ム
・
砂
防
え
ん
堤
の
重
点
整
備
（
924
基
）

　

Ⅰ 

台
風
第
９
号
被
災
渓
流
対
策

　

Ⅱ 

流
木
・
土
砂
流
出
防
止
対
策

　

Ⅲ 

災
害
時
要
援
護
者
施
設
保
全
対
策

　

Ⅳ 

人
家
保
全
対
策

②
災
害
に
強
い
森
づ
く
り
の
推
進
（
155
箇
所
）

　

Ⅱ 

流
木
・
土
砂
流
出
防
止
対
策

　

治
山
ダ
ム
・
砂
防
え
ん
堤
に
つ
い
て
は
、
従
来
の
整
備

量
の
概
ね
２
倍
を
整
備
す
る
も
の
で
、
特
に
Ⅱ
流
木
・
土

砂
流
出
防
止
対
策
で
は
、
今
回
被
害
の
集
中
し
た
風
倒
木

被
害
跡
地
と
谷
筋
人
工
林
を
対
象
に
、
平
成
22
年
度
か
ら

県
単
独
緊
急
防
災
事
業
等
を
新
規
創
設
し
て
167
基
の
治
山

ダ
ム
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
災
害
に
強
い
森
づ
く
り
で
は
流
木
発
生
を
抑
止

す
る
た
め
、
危
険
木
除
去
や
災
害
緩
衝
林
等
に
よ
る
森
林

整
備
と
簡
易
な
流
木
止
め
施
設
を
実
施
す
る
こ
と
と
し
て

い
ま
す
。（
図
１
）

　
　表1　台風第９号災害復旧状況

項　　目 箇所数 着手済 うち完了
治山課関係合計 347 280 （81%） 196 （56%）
（治山ダム・山腹工） 178 112 （63%） 　55 （31%）
（林道） 169 168 （99%） 141 （83%）

表２　「山地防災・土砂災害対策緊急５箇年計画　　　　　
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風倒木被害地
谷筋人工林

災害に強い森づくり
危険木除去
災害緩衝林等

（流木発生の抑制）

風倒木被害地

治山緊急整備
流木止付き治山ダム
（流木捕捉機能を付加）

砂防緊急整備
鋼製透過型砂防えん堤
（流木捕捉機能が高い）

谷筋人工林

写真－1　上：災害時の状況（佐用郡佐用町上石井）
　　　　下：災害関連緊急治山事業による工事施工状況

写真－3　上：災害時の状況（朝来市田路）
　　　　下：災害関連緊急治山事業による工事完成状況

図－1　流木・土砂流出防止対策のイメージ図

写真－2　上：災害時の状況（佐用町仁位）
　　　　下：災害関連緊急治山事業による工事施工状況

（7） 平成23年1月7日



「
壊
れ
に
く
い
道
づ
く
り
講
習
会
」の

�

開
催
に
つ
い
て

兵
庫
県
立
農
林
水
産
技
術
総
合
セ
ン
タ
ー
森
林
林
業
技
術
セ
ン
タ
ー　

梅
垣 

博
之

　

兵
庫
県
指
導
林
家
会
（
会
員
百
名　

事
務
局 

森
林
林

業
技
術
セ
ン
タ
ー
資
源
部
普
及
担
当
）
で
は
、（
社
）
兵

庫
県
治
山
林
道
協
会
の
後
援
を
受
け
、
10
月
20
日
（
水
）

に
宍
粟
市
一
宮
町
の
生
栖
（
い
ぎ
す
）
公
民
館
並
び
に
生

栖
生
産
森
林
組
合
所
有
林
に
お
い
て
「
壊
れ
に
く
い
道
づ

く
り
講
習
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
の
で
そ
の
概
要
を
報
告

し
ま
す
。

　

当
講
習
会
は
今
回
で
４
回
目
と
な
り
ま
す
が
、
ひ
き
つ

づ
い
て
講
師
に
は
「
大
橋
式
作
業
道
」
を
、
急
峻
な
吉
野

地
域
で
長
年
に
わ
た
り
開
設
さ
れ
て
い
る
岡
橋
清
元
氏

（
清
光
林
業
株
式
会
社
代
表
取
締
役
）
と
、
全
国
各
地
で

「
大
橋
式
作
業
道
」
の
開
設
や
普
及
指
導
に
携
わ
っ
て
お

ら
れ
る
榎
本
慎
一
氏
（
三
重
県
在
住
）
の
二
名
を
迎
え
ま

し
た
。

　

ま
た
、
地
元
で
は
大
橋
式
作
業
道
づ
く
り
を
実
践
さ
れ

て
い
る
小
林
温
氏
（
生
栖
生
産
森
林
組
合
長
・
県
指
導
林

家
）
に
、
生
産
森
林
組
合
の
活
動
状
況
や
作
業
道
開
設
の

取
り
組
み
事
例
を
発
表
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

■「
壊
れ
な
い

4

4

4

4

道
づ
く
り
」
に
つ
い
て

　

岡
橋
氏
は
、
今
後
に
想
定
さ
れ
る
傾
斜
別
の
搬
出
手
段

と
使
用
機
械
等
に
つ
い
て
、
現
状
や
検
討
の
方
向
に
つ
い

て
述
べ
ら
れ
た
後
、
あ
え
て
「
壊
れ
な
い
」
と
い
う
言
葉

を
使
い
「
路
網
は
環
境
性
と
経
済
性
と
の
一
致
を
主
眼
に

置
く
」、「
自
然
の
法
則
・
掟
に
従
い
自
然
に
逆
ら
わ
な

い
」、「
対
象
山
林
を
二
次
元
（
ペ
ー
パ
ー
）
だ
け
で
判
断

せ
ず
肉
眼
で
見
る
と
い
う
三
次
元
（
実
際
）
で
判
断
す
る

こ
と
が
肝
要
」
な
ど
、
道
を
計
画
す
る
基
本
的
な
考
え
方

を
述
べ
ら
れ
、
路
網
計
画
や
ル
ー
ト
選
定
の
重
要
性
や
高

密
林
内
路
網
の
設
計
と
施
工
に
つ
い
て
、
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン

ト
で
沢
山
の
図
表
や
写
真
を
用
い
て
、
大
変
わ
か
り
や
す

く
説
明
を
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
林
業
経
営
は
皆
伐
だ
け
で
は
成
り
立
た
な
い
こ

と
か
ら
間
伐
・
択
伐
施
業
に
よ
っ
て
、
早
く
造
林
費
や
保

育
費
の
元
利
を
回
収
し
、
中
間
収
益
を
得
な
が
ら
高
林
齢

大
径
材
施
業
に
変
え
る
こ
と
が
出
来
る
の
も
作
業
道
の
大

き
な
働
き
で
あ
る
こ
と
を
強
調
さ
れ
ま
し
た
。

■「
壊
れ
に
く
い
作
業
道
開
設
」
事
業
の
実
践

　

小
林
氏
か
ら
は
、
平
成
21
年
度
農
林
中
金
80
周
年
森
林

再
生
基
金
「
Ｆ
Ｒ
Ｏ
Ｎ
Ｔ
80
」
事
業
に
よ
り
生
栖
生
産
森

林
組
合
が
取
り
組
ん
だ
「
壊
れ
に
く
い
道
づ
く
り
」
に
つ

い
て
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
組
合
の
活
動
理
念
と
し
て
、
か
つ
て
の
よ
う
に

森
林
か
ら
多
大
の
恩
恵
（
収
益
）
を
受
け
る
事
は
叶
わ
ぬ

夢
だ
と
し
て
も
、
皆
伐
を
回
避
し
た
、
間
伐
の
繰
り
返
し

と
抜
き
伐
り
に
よ
る
長
伐
期
優
良
大
径
材
の
育
成
と
、
災

害
に
強
い
健
全
な
森
林
づ
く
り
を
目
指
し
て
い
き
た
い
。

当日は県内各地から、総勢85名が参加した。

岡橋氏による講義。パワーポイントで使用され
た図表・写真は150枚にも及んだ。
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こ
の
た
め
に
は
、
永
年
の
使
用
に
耐
え
得
る
安
全
・
安
心

な
る
路
網
整
備
が
必
要
不
可
欠
な
も
の
で
あ
り
、
こ
の
路

網
整
備
が
進
む
こ
と
に
よ
り
山
に
活
力
が
生
ま
れ
、
森
林

が
よ
み
が
え
る
こ
と
を
信
じ
て
や
ま
な
い
こ
と
を
述
べ
ら

れ
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
安
易
な
作
業
道
開
設
に
よ
る
、
無
残
な
施
業

地
が
多
く
見
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
こ
と
か
ら
、

路
網
と
機
械
化
は
低
コ
ス
ト
林
業
の
要
で
は
あ
る
が
、
あ

ま
り
に
も
生
産
性
の
向
上
ば
か
り
に
目
を
奪
わ
れ
て
し
ま

い
、
最
も
大
切
な
「
森
林
を
守
り
育
て
る
」
こ
と
を
忘
れ

て
は
な
ら
な
い
こ
と
を
力
説
さ
れ
ま
し
た
。

■
現
地
講
習

　

今
年
度
の
開
設
現
場
は
、
平
成
20
～
21
年
度
に
開
設
さ

れ
た
作
業
道
の
延
長
先
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
開
設
現
場
ま

で
の
移
動
時
間
を
利
用
し
て
、
講
師
の
榎
本
氏
か
ら
作
業

道
開
設
の
留
意
事
項
等
に
つ
い
て
、
既
設
の
作
業
道
を
使

っ
て
説
明
が
さ
れ
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
ヘ
ア
ピ
ン
カ
ー
ブ
の
適
地
や
ル
ー
ト
選

定
な
ど
に
つ
い
て
質
問
が
出
る
な
ど
熱
心
な
意
見
交
換
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

特
に
、
今
年
度
は
谷
渡
り
の
施
工
法
に
つ
い
て
の
指
導

が
行
わ
れ
、
一
般
に
は
ヒ
ュ
ー
ム
管
や
コ
ル
ゲ
ー
ト
パ
イ

プ
を
用
い
て
い
る
が
、
洪
水
の
と
き
に
流
木
や
根
株
、
石

な
ど
が
詰
ま
り
、
か
え
っ
て
崩
壊
や
土
石
流
の
原
因
に
な

る
事
例
が
多
い
こ
と
か
ら
、
小
谷
を
渡
る
に
は
「
洗
い
越

し
」
が
最
も
有
効
で
、
経
済
的
で
も
あ
る
と
説
明
さ
れ
ま

し
た
。

■
お
わ
り
に

　

今
年
度
は
現
地
ま
で
約
１
５
０
０
ｍ
の
間
、
急
傾
斜
の

作
業
道
を
徒
歩
で
の
移
動
を
余
儀
な
く
さ
れ
ま
し
た
が
、

無
事
終
了
す
る
事
が
出
来
ま
し
た
。

　

ま
た
前
述
の
と
お
り
、
当
講
習
会
は
平
成
19
年
度
に
始

ま
り
今
回
で
４
回
目
と
な
り
ま
し
た
が
、
幾
度
か
の
参
加

を
い
た
だ
い
た
方
、
ま
た
、
今
回
初
め
て
の
方
な
ど
、
多

く
の
参
加
を
い
た
だ
き
大
変
有
意
義
な
講
習
会
と
な
り
ま

し
た
。

榎本氏による現地での説明と意見交換。

谷渡りの施工前の状況谷渡り（洗い越し工）の施工後

Ｈ22年度開設現場での谷渡り（洗い越し工）の説明。
ヒューム管は使用せず、栗石、フトン篭、スギ丸太
を使用。

下流部

（9） 平成23年1月7日



１
．
開
催
概
要

　

兵
庫
県
の
ほ
ぼ
真
ん
中
に
位
置
す
る
峰
山
・
砥
峰
高
原

と
そ
れ
を
仲
立
ち
す
る
森
林
基
幹
道
「
峰
山
線
」
で
秋
の

フ
ォ
ト
＆
ハ
イ
ク
を
去
る
10
月
13
日
に
開
催
し
ま
し
た
。

　

こ
の
企
画
は
、
写
真
撮
影
と
ハ
イ
キ
ン
グ
を
通
じ
て
、

県
民
の
皆
様
に
、
森
林
・
林
業
の
必
要
性
や
林
道
の
果
た

す
役
割
に
つ
い
て
理
解
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
当
治
山

林
道
協
会
が
主
催
し
、
地
元
神
河
町
、
宍
粟
市
の
ご
協
力

を
得
て
開
催
し
ま
し
た
。
ま
た
、
開
催
場
所
の
峰
山
・
砥

峰
高
原
は
、
映
画
「
ノ
ル
ウ
ェ
イ
の
森
」（
原
作　

村
上

春
樹
）
の
撮
影
ロ
ケ
が
実
施
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
多
く
の

方
々
の
関
心
が
高
ま
っ
て
お
り
、
今
回
は
特
に
、
写
真
指

導
家
の
ご
協
力
と
助
言
の
も
と
に
内
容
の
充
実
を
図
り
ま

し
た
。

　

募
集
は
、
姫
路
市
と
宍
粟
市
の
二
カ
所
を
集
合
・
解
散

場
所
と
し
、
神
戸
新
聞
・
キ
ッ
ス
・
エ
フ
エ
ム
・
コ
ウ
ベ
の

報
道
、
当
所
作
成
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
配
布
等
で
行
い
ま
し

た
。
そ
の
結
果
定
員
40
名
の
と
こ
ろ
60
名
強
の
応
募
を
い

た
だ
き
、
抽
選
で
選
ば
れ
た
40
名
の
方
に
参
加
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

２
．
行
程

　

マ
イ
ク
ロ
バ
ス
Ａ
組
は
午
前
８
時
に
Ｊ
Ｒ
姫
路
駅
南
口

を
、
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
Ｂ
組
は
午
前
８
時
30
分
に
宍
粟
市
市

役
所
前
を
出
発
し
、
そ
れ
ぞ
れ
目
的
地
の
峰
山
高
原
ホ
テ

ル
リ
ラ
ク
シ
ア
駐
車
場
に
向
か
い
ま
し
た
。
集
合
後
、
神

河
町
か
ら
の
挨
拶
、
山
で
の
諸
注
意
伝
達
等
の
開
会
を
行

い
、
午
前
９
時
50
分
に
イ
ベ
ン
ト
を
開
始
し
ま
し
た
。

　

映
画
の
ロ
ケ
地
と
し
て
使
わ
れ
た
リ
ラ
ク
シ
ア
の
森

（
図
①
）
で
は
、
植
生
の
説
明
を
聞
き
な
が
ら
ハ
イ
ク
を
楽

し
み
、
秋
の
広
葉
樹
林
を
写
真
に
収
め
ま
し
た
。
太
陽
の

光
を
背
に
浴
び
な
が
ら
ハ
イ
キ
ン
グ
道
を
歩
き
、
途
中
岩

塊
流
や
土
塁
の
説
明
を
行
い
ま
し
た
。
峰
山
の
大
ス
ギ

（
図
②
）
前
で
ホ
テ
ル
リ
ラ
ク
シ
ア
作
製
の
釜
飯
を
配
り
、

防
火
帯（
図
③
）
で
昼
食
を
と
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
林

道
・
峰
山
線
を
通
り
砥
峰
高
原（
図
④
）
の
ス
ス
キ
の
中
を

散
策
し
な
が
ら
、
と
の
み
ね
自
然
交
流
館（
図
⑤
）
へ
集
ま

り
ま
し
た
。

　

交
流
館
で
は
写
真
講
師
か
ら
講
評
を
受
け
、
閉
会
の
挨

拶
を
し
た
後
、
記
念
撮
影
を
し
て
、
予
定
よ
り
一
時
間
ほ

ど
早
く
帰
路
に
就
き
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
到
着
は
姫
路

駅
前
に
４
時
、
宍
粟
市
は
４
時
25
分
で
、
イ
ベ
ン
ト
は
無

事
終
了
い
た
し
ま
し
た
。

３
．
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト

　

当
日
参
加
さ
れ
た
方
の
撮
影
写
真
を
、
当
所
に
提
供
し

て
い
た
だ
き
、
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
を
行
い
ま
し
た
。（
デ

ジ
タ
ル
デ
ー
タ
510
カ
ッ
ト
、
審
査
対
象
作
品
34
枚
）。
11

月
16
日
に
写
真
講
師
立
会
の
も
と
、
選
考
会
を
開
催
し
、

優
秀
賞
５
作
品
、
審
査
委
員
賞
５
作
品
、
計
10
作
品
を
選

定
し
表
彰
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
現
在
、
協
会
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
さ
せ
て
頂
い
て
お
り
ま
す
。

４
．
参
加
者
の
内
訳
と
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果

　

参
加
者
の
年
齢
構
成
は
50
歳
以
上
が
90
％
を
占
め
、
そ

の
う
ち
女
性
65
％
、
男
性
は
35
％
で
し
た
。

　

ま
た
姫
路
集
合
希
望
者
41
人
中
、
神
戸
13
人
、
姫
路
11

人
、
明
石
９
人
で
あ
り
、
阪
神
間
か
ら
の
応
募
が
多
数
で

あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

ア
ン
ケ
ー
ト

Ｑ
１
今
回
の
イ
ベ
ン
ト
を
何
で
知
ら
れ
ま
し
た
か
？ 

　

新
聞
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
40
％
（
14
人
）

　

友
人
か
ら
の
紹
介
…
…
…
…
…
…
…
28
％
（
10
人
）

　

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
…
…
…
…
…
…
…
…
22
％
（
8
人
）

Ｑ
３
参
加
さ
れ
て
楽
し
か
っ
た
で
す
か
？

　

楽
し
か
っ
た
…
…
…
…
…
…
…
…
…
94
％

Ｑ
10
次
回
も
参
加
し
た
い
と
思
い
ま
す
か
？

　

参
加
し
た
い
…
…
…
…
…
…
…
…
…
74
％

Ｑ
20 

こ
れ
ま
で
林
道
に
ど
の
よ
う
な
イ
メ
ー
ジ
を
持
っ
て

い
ま
し
た
か
？

・
林
道
が
あ
る
こ
と
自
体
知
ら
な
か
っ
た

・
も
う
少
し
森
の
中
に
あ
る
と
思
っ
て
い
た

・
山
仕
事
を
す
る
人
、
材
を
搬
出
す
る
道

・
自
然
環
境
の
保
全
に
寄
与
し
て
い
る

・ 

昔
は
林
業
用
の
細
い
道
で
し
か
な
か
っ
た
が
、
今
は

違
っ
て
き
て
い
る
と
思
う

ススキ
草原を写

真撮影

記念写真

お疲れさまでした

林
道
峰
山
線
、峰
山
・
砥
峰
高
原
で�

秋
の
フ
ォ
ト
＆
ハ
イ
ク
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自
由
表
記
欄

・
治
山
事
業
に
つ
い
て
初
め
て
知
る
こ
と
が
で
き
た
。

・
山
に
関
心
を
持
つ
こ
と
の
大
切
さ
を
知
っ
た
。

・ 

自
動
車
も
通
れ
る
舗
装
さ
れ
た
道
だ
が
、
な
る
べ
く
自

然
に
や
さ
し
い
道
で
あ
っ
て
ほ
し
い
。

林
道
利
用
方
法

　

イ
ベ
ン
ト
前
後
で
は
林
道
の
活
用
方
法
に
変
化
が
あ
り

ま
し
た
。
ハ
イ
キ
ン
グ
と
自
然
観
察
が
増
え
て
い
ま
す
。

　

そ
の
ほ
か
、
手
作
り
和
紙
ハ
ガ
キ
、
ト
チ
の
実
の
お
土

産
や
、
植
生
ガ
イ
ド
の
御
評
価
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
反

対
に
苦
言
と
し
て
は
、
ト
イ
レ
の
問
題
、
姫
路
集
合
場
所

で
の
混
雑
、
ス
タ
ッ
フ
の
役
割
を
明
確
に
と
の
コ
メ
ン
ト

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
ス
タ
ッ
フ
の
反
省
点
と
し
て
は
、
フ
ォ
ト
＆
ハ

イ
ク
と
、
二
つ
を
組
み
合
わ
せ
た
と
こ
ろ
に
問
題
が
あ
り
、

写
真
な
ら
写
真
、
ハ
イ
ク
な
ら
ハ
イ
ク
と
明
確
に
す
べ
き

で
あ
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
次
回
の
企
画
推
進
の
際
に

は
、
こ
れ
ら
の
こ
と
を
配
慮
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
さ
ら

に
、
林
道
に
関
連
す
る
行
政
の
皆
さ
ん
の
協
力
も
必
要
で

あ
り
、
こ
れ
か
ら
も
ご
理
解
ご
協
力
を
得
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

30

25

20

15

10

5

0
イベント後 イベント前

■ハイキング

■ドライブ

■登山

■自然観察

■キャンプ

リラクシアの森 防火帯
でお昼ご

はん

ハイキング

記念写真
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１
．
開
催
概
要

　

今
年
は
、
毎
年
行
っ
て
い
る
『
紅
葉
の
瀞
川
・
氷
ノ
山

林
道
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
』
に
加
え
、
森
林
ツ
ー
リ
ズ
ム
業
務

の
モ
デ
ル
ツ
ア
ー
と
し
て
、
林
道
妙
見
・
蘇
武
線
の
散
策

と
神
鍋
高
原
で
行
わ
れ
る
「
ひ
ょ
う
ご
森
の
ま
つ
り
」・

「
但
馬
ま
る
ご
と
感
動
市
」
へ
の
参
加
を
兼
ね
『
森
の
ま

つ
り
と
林
道
散
策
会
』
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。
こ
の
企

画
は
林
道
へ
の
理
解
と
関
心
を
よ
り
深
め
て
い
た
だ
く
こ

と
を
主
眼
に
兵
庫
の
屋
根
の
今
年
最
後
の
紅
葉
を
楽
し
ん

で
い
た
だ
く
こ
と
、
ま
た
森
の
ま
つ
り
を
見
学
し
て
頂
き

森
へ
の
理
解
、
関
心
を
よ
り
強
く
持
っ
て
い
た
だ
く
こ
と

を
目
的
に
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

　

募
集
に
際
し
て
は
朝
日　

神
戸
両
新
聞
、
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
Ｈ
Ｐ
及
び
Ｋ
Ｉ
Ｓ
Ｓ 

Ｆ
Ｍ
で

の
ご
案
内
を
基
に
約
60
名
の
ご
応
募
を
頂
き
そ
の
中
か
ら

抽
選
で
40
名
の
方
を
選
定
し
ま
し
た
が
、
32
名
の
方
の
ご

参
加
と
な
り
ま
し
た
。

２
．
行
程
（
11
月
12
日
）

　

12
日
午
前
８
時
、
１
台
の
大
型
バ
ス
に
て
治
山
林
道
協

会
神
戸
事
務
所
前
を
出
発
し
午
前
10
時
頃
養
父
市
八
鹿
町

国
道
９
号
線
沿
い
の
道
の
駅
『
但
馬
蔵
』
に
到
着
い
た
し

ま
し
た
。
そ
こ
で
待
機
し
て
い
た
ブ
ル
ー
リ
ッ
ジ
ホ
テ
ル

所
有
の
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
２
台
に
分
乗
し
一
路
但
馬
妙
見
へ

と
向
か
い
ま
し
た
。

　

但
馬
妙
見
は
妙
見
信
仰
の
メ
ッ
カ
と
さ
れ
て
い
る
所
で
、

日
本
三
大
妙
見
に
数
え
ら
れ
て
い
る
く
ら
い
の
古
刹
で
す
。

養
父
市
八
鹿
町
石
原
か
ら
名
草
神
社
へ
、
道
中
は
広
葉
樹

林
の
美
し
い
紅
葉
を
眺
め
な
が
ら
の
バ
ス
の
旅
で
す
。
妙

見
名
草
神
社
で
は
こ
の
３
月
に
国
の
重
要
文
化
財
に
指
定

さ
れ
た
ば
か
り
の
社
殿
、
拝
殿
を
見
学
し
た
り
し
な
が
ら

の
昼
食
。
そ
の
後
、
基
幹
林
道
妙
見
蘇
武
線
へ
と
入
り
い

よ
い
よ
林
道
走
行
で
す
。
生
憎
の
雨
と
黄
砂
の
影
響
で
見

通
し
の
悪
い
の
に
は
い
さ
さ
か
参
り
ま
し
た
が
参
加
者
全

員
植
村
直
己
の
故
郷
の
山
と
し
て
知
ら
れ
る
蘇
武
岳
登
山

も
無
事
に
こ
な
し
、
神
鍋
高
原
が
一
望
に
見
渡
せ
る
こ
の

路
線
有
数
の
景
勝
地
で
も
あ
る
奥
神
鍋
ス
キ
ー
場
付
近
の

林
道
を
散
策
。
こ
こ
で
は
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
の
運
転
手
さ
ん

か
ら
但
馬
ジ
オ
パ
ー
ク
に
つ
い
て
の
解
説
が
あ
り
参
加
者

の
皆
さ
ん
も
興
味
深
く
聞
い
て
お
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
後

バ
ス
を
戻
し
て
村
岡
区
耀
山
へ
と
下
り
、
美
し
い
女
郎
滝
、

日
本
の
滝
百
選
に
も
選
ば
れ
て
い
る
雄
大
な
猿
尾
滝
を
見

学
し
宿
へ
と
向
か
い
ま
し
た
。
夕
食
後
は
但
馬
の
自
然
に

つ
い
て
の
ス
ラ
イ
ド
等
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
い
た
後
、
神

鍋
高
原
の
美
し
い
星
空
も
ご
覧
頂
き
な
が
ら
ツ
ア
ー
初
日

の
夜
は
更
け
て
い
き
ま
し
た
。

３
．
行
程
（
11
月
13
日
）

　

あ
け
て
13
日
は
朝
の
時
間
を
利
用
し
て
神
鍋
山
登
山
と

稲
葉
に
あ
る
親
水
公
園
（
神
鍋
渓
谷
公
園
）
の
滝
の
見
学

と
の
二
手
に
分
か
れ
落
ち
葉
の
感
触
を
楽
し
み
ま
し
た
。

そ
の
後
宿
に
帰
り
森
の
ま
つ
り
の
会
場
へ
向
か
い
森
林
へ

の
理
解
を
深
め
て
頂
く
と
と
も
に
但
馬
ド
ー
ム
で
開
催
さ

れ
て
い
る
但
馬
ま
る
ご
と
感
動
市
で
は
お
土
産
を
買
う
人
、

但
馬
の
名
産
品
や
名
物
料
理
に
舌
鼓
を
打
つ
人
な
ど
そ
れ

ぞ
れ
が
思
い
思
い
の
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。
そ
し
て
14

時
全
て
の
行
程
を
無
事
に
終
え
迎
え
の
バ
ス
に
乗
車
し
二

日
間
の
旅
も
終
り
を
告
げ
た
の
で
し
た
。

４
．
参
加
者
の
ご
意
見
と
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果

　

今
回
ご
参
加
頂
き
ま
し
た
方
々
32
名
の
内
訳
は
男
性
11

名
女
性
21
名
で
女
性
の
参
加
が
全
体
の
65
％
を
占
め
、
年

齢
層
は
男
女
と
も
に
60
歳
代
以
上
が
全
体
の
97
％
と
参
加

者
の
高
年
齢
傾
向
が
う
か
が
え
ま
す
。
そ
の
参
加
者
の
皆

様
か
ら
今
回
の
ツ
ア
ー
及
び
林
道
に
つ
い
て
ア
ン
ケ
ー
ト

と
言
う
形
に
て
貴
重
な
ご
意
見
を
頂
戴
い
た
し
ま
し
た
。

（
抜
粋
）

林
道
妙
見
蘇
武
線
で
行
く

�

森
の
ま
つ
り
と
秋
の
林
道
散
策
会

森のまつり　知事による植樹式

Q今まで林道を利用された事が
　ありますか？

はい 77%

いいえ 23%

Qどのように林道を利用されま
　したか？

ハイキング
34%

自然観察
29%

ドライブ
20%

登山
17%
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５
．
総
評

　
　
（
今
回
の
ツ
ア
ー
に
お
け
る
反
省
と
課
題
）

　

今
回
の
ツ
ア
ー
を
通
じ
都
会
地
の
方
々
が
い
か

に
こ
う
し
た
自
然
と
の
ふ
れ
あ
い
を
求
め
て
お
ら

れ
る
か
が
よ
く
わ
か
り
ま
し
た
。
た
だ
残
念
な
が

ら
参
加
者
の
求
め
る
自
然
と
の
ふ
れ
合
い
は
我
々

企
画
側
の
意
図
す
る
も
の
と
は
多
少
の
ズ
レ
が
有

り
そ
の
こ
と
が
僅
か
な
が
ら
不
評
を
招
く
結
果
と

な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
今
後
は
参
加
者
の
求
め

る
自
然
と
の
ふ
れ
あ
い
は
目
的
、
経
験
、
知
識
に

よ
り
多
種
多
様
で
有
る
こ
と
を
き
ち
ん
と
理
解
し

企
画
す
る
側
は
何
処
に
主
眼
を
置
い
た
企
画
な
の

か
？
ど
の
よ
う
な
方
を
対
象
と
し
た
企
画
な
の

か
？
ツ
ア
ー
の
詳
細
は
？
等
を
事
前
に
正
確
に
募

集
案
内
に
反
映
さ
せ
る
こ
と
で
今
回
の
反
省
と
し

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
今
回
の
ツ

ア
ー
を
実
行
す
る
に
当
た
り
ス
タ
ッ
フ
が
多
す
ぎ

る
の
で
は
？
と
言
っ
た
意
見
や
ス
タ
ッ
フ
個
々
の

役
割
や
指
揮
者
及
び
指
揮
系
統
が
明
確
で
な
か
っ

た
と
の
ご
意
見
も
寄
せ
ら
れ
今
後
の
企
画
及
び
ツ

ア
ー
運
営
に
活
か
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。

紅葉の神鍋渓谷公園　一つ滝

日本の滝百選　猿尾の滝

蘇武岳山頂から下界を望む

但馬の自然について勉強会

重文名草神社　三重の塔 妙見自然の家で昼食

Q今回のツアーについて参加されて楽し
　かったですか？

とても楽しかった 72%

少し楽しかった 20%

どちらとも言えない 8%

Q次回もこのようなツアーに参加したい
　と思いますか？

とても参加したい
76%

少し参加したい 16%

余り参加したくない 4% 全く参加
したくない 4%

（13） 平成23年1月7日



紅
葉
の
瀞
川
・
氷
ノ
山
林
道
で

�

自
然
観
察
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
実
施

１
．
開
催
概
要

　

当
協
会
で
は
、
平
成
15
年
秋
か
ら
森
林
基
幹
道
「
瀞
川

・
氷
ノ
山
線
」
で
紅
葉
と
新
緑
の
シ
ー
ズ
ン
に
定
例
的
に

林
道
自
然
観
察
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
今

年
の
紅
葉
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
は
去
る
10
月
26
日
（
火
）
～
27

日
（
水
）
に
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

　

こ
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
は
、
都
市
住
民
を
中
心
に
森
林
・

林
業
に
つ
い
て
の
認
識
や
林
道
の
役
割
に
つ
い
て
の
理
解

を
深
め
て
頂
く
た
め
に
、
当
協
会
と
、
県
治
山
課
、
但
馬

県
民
局
朝
来
農
林
振
興
事
務
所
が
共
催
し
、
地
元
養
父
市

の
ご
協
力
を
得
て
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

　

募
集
広
報
活
動
の
遅
れ
も
あ
り
、
例
年
よ
り
少
な
い
79

名
の
応
募
と
な
り
、
抽
選
で
40
名
の
当
選
者
を
選
定
し
ま

し
た
が
、
最
終
的
な
参
加
者
は
35
名
と
な
り
ま
し
た
。

２
．
行
程
等

　

初
日
は
、
県
庁
・
県
警
南
に
あ
る
県
林
業
会
館
に
８
時

に
集
合
し
て
頂
き
、
８
時
20
分
に
大
型
バ
ス
で
出
発
。
養

父
市
大
屋
町
の
「
あ
ゆ
公

園
」
に
11
時
前
に
到
着
。

　

バ
ス
の
中
で
は
、
太
田

常
務
の
歓
迎
の
挨
拶
に
続

き
、
配
付
資
料
や
二
日
間

の
行
程
等
の
説
明
を
行
っ

た
後
に
、
毎
回
こ
の
ツ
ア

ー
の
講
師
と
し
て
参
加
し

て
頂
い
て
い
る
近
藤
伸
一

氏
か
ら
、
車
内
テ
レ
ビ
を

使
い
、
但
馬
の
素
晴
ら
し
い
自
然
や
氷
ノ
山
山
系
の
植
生

を
は
じ
め
、
特
に
ブ
ナ
の
新
芽
の
変
化
、
葉
脈
の
特
徴
や

ブ
ナ
林
の
四
季
の
う
つ
ろ
い
な
ど
を
説
明
し
て
頂
き
、
関

心
を
高
め
て
頂
き
ま
し
た
。

　
「
あ
ゆ
公
園
」
か
ら
は
、
ご
協
力
を
頂
い
た
、
養
父
市

の
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
に
乗
り
換
え
、
市
職
員
の
ご
案
内
で
、

横
行
渓
谷
か
ら
瀞
川
・
氷
ノ
山
林
道
へ
向
か
い
ま
し
た
。

　

横
行
渓
谷
を
４
・
５
㎞
位
上
が
っ
た
と
こ
ろ
に
あ
る
氷

ノ
山
清
水
の
自
噴
水
で
あ
る
「
ぶ
な
の
し
ず
く
」
で
休
憩

し
ま
し
た
。

　
「
ぶ
な
の
し
ず
く
」
は
養
父
の
銘
酒
「
仙
櫻
」
の
仕
込

み
水
に
使
わ
れ
て
い
る
但
馬
の
名
水
で
す
。

　

バ
ス
は
、
紅
葉
が
始
ま

り
つ
つ
あ
る
渓
谷
の
木
々

の
合
間
を
縫
い
な
が
ら
、

林
道
・
氷
ノ
山
線
に
入
り
、

林
道
最
高
峰
１
２
５
０
ｍ

を
経
て
、
養
父
市
と
宍
粟

市
の
境
界
に
あ
る
「
国
境

の
駅
」
で
バ
ス
を
降
り
、

小
雨
の
中
で
は
あ
り
ま
し

た
が
黄
葉
し
た
ブ
ナ
の
観

察
や
額
縁
ブ
ナ
で
の
写
真
撮
影
を
楽
し
み
な
が
ら
の
ウ
ォ

ー
キ
ン
グ
と
な
り
ま
し
た
。

　

標
高
の
高
い
と
こ
ろ
の
ブ
ナ
は
一
部
葉
っ
ぱ
を
落
と
し

か
け
て
い
ま
し
た
が
、
標
高
千
ｍ
付
近
の
紅
葉
は
見
頃
で

圧
巻
で
し
た
。
こ
れ
が
快
晴
だ
っ
た
ら
最
高
の
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
に
な
っ
た
の
に
と
の
思
い
で
し
た
。

　

大
段
ケ
平
へ
引
き
返
し
て
の

昼
食
は
、
雨
模
様
で
眺
望
も
効

か
ず
、
ま
た
気
温
が
下
が
り
、

か
な
り
寒
か
っ
た
の
で
、
大
半

の
方
は
バ
ス
の
中
で
の
昼
食
と

な
り
ま
し
た
。
気
温
が
低
か
っ

た
の
で
、
あ
ず
ま
や
の
下
で
の

暖
か
い
コ
ー
ヒ
な
ど
の
飲
み
物

サ
ー
ビ
ス
は
、
好
評
を
得
ま
し

た
。
昼
食
後
の
大
屋
ヒ
ュ
ッ
テ
ま
で
の
ミ
ニ
登
山
に
つ
い

て
は
、
小
雨
と
登
山
道
の
滑
り
や
す
い
状
況
を
考
え
平
ら

な
ブ
ナ
林
内
の
散
策
に
切
り
替
え
ま
し
た
。
寒
さ
と
小
雨

で
バ
ス
に
留
ま
る
方
が
多
い
の
で
は
と
の
懸
念
が
あ
り
ま

し
た
が
、
大
半
の
方
が
参
加
さ
れ
雨
の
中
の
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
と
な
り
ま
し
た
。

　

バ
ス
の
中
で
、
近
藤
講
師
か
ら
ブ
ナ
の
樹
幹
を
伝
っ
て

流
れ
落
ち
る
水
の
す
ご
さ
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
が
、
こ

の
雨
中
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
で
目
の
当
た
り
に
し
、
こ
れ
ぞ
ま

さ
し
く
「
ブ
ナ
の
滴
」
で
は
と
感
じ
た
次
第
で
す
。

　

こ
の
後
、
巨
木
谷
で
の
ト
チ

ノ
キ
や
ハ
リ
ギ
リ
を
観
察
し
、

最
後
に
「
別
宮
の
大
カ
ツ
ラ
」

を
見
学
し
て
、
宿
舎
「
角
野
山

荘
」
に
入
り
ま
し
た
。
お
風
呂

や
夕
食
で
く
つ
ろ
い
だ
後
、
ミ

ー
テ
ィ
ン
グ
ル
ー
ム
で
映
像
に

よ
る
但
馬
の
冬
景
色
や
人
間
の

生
活
と
の
関
わ
り
で
保
た
れ
て

い
た
草
原
環
境
の
減
少
や
、
増

え
続
け
る
鹿
の
食
害
に
よ
る
植
生
変
化
の
危
機
な
ど
森
林

の
現
状
や
対
策
の
必
要
性
な
ど
に
つ
い
て
学
習
し
て
頂
き

ま
し
た
。
空
模
様
が
悪
く
星
空
観
察
は
出
来
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
矢
野
ス
タ
ッ
フ
か
ら
星
座
の
話
を
行
う
な
ど
盛
り

沢
山
の
内
容
で
初
日
を
終
え
ま
し
た
。

ぶなのしずくでの休憩

ブナの紅葉

大段ケ平でのお茶サービス近藤講師の説明

第29号 （14）兵庫の治山・林道と森林整備



　

冬
型
の
気
圧
配
置
と
な

っ
て
い
た
た
め
か
、
朝
起

き
る
と
氷
ノ
山
や
鉢
伏
山

の
頂
上
部
が
白
く
な
っ
て

お
り
、
昨
年
よ
り
１
週
間

早
く
、
10
月
の
初
冠
雪
は

６
年
ぶ
り
と
な
り
ま
し
た
。

７
時
過
ぎ
に
朝
食
を
終
え
、

出
発
前
に
県
朝
来
農
林
振

興
事
務
所
の
荻
野
主
幹
か

ら
地
す
べ
り
の
し
く
み
や
工
事
概
要
の
説
明
を
聞
き
、
ハ

チ
高
原
の
大
久
保
地
す
べ
り
現
場
へ
向
か
い
ま
し
た
。
現

在
、
近
藤
講
師
が
地
元
と
共
同
し
て
、
ハ
チ
高
原
一
帯
で

進
め
ら
れ
て
い
る
チ
ョ
ウ
の
貴
重
種
・
ウ
ス
イ
ロ
ヒ
ョ
ウ

モ
ン
モ
ド
キ
の
保
存
活
動
の
一
助
と
し
て
、
地
す
べ
り
地

か
ら
発
生
し
た
残
土
処
理
地
で
、
ウ
ス
イ
ロ
ヒ
ョ
ウ
モ
ン

モ
ド
キ
の
食
草
で
あ
る
オ
ミ
ナ
エ
シ
の
植
栽
を
行
い
ま
し

た
。
各
自
数
株
ず
つ
植
え
て
頂
い
た
あ
と
、
地
す
べ
り
工

事
現
場
を
見
学
し
ま
し
た
。

　

ハ
チ
高
原
を
あ
と
に
し
て
、
林
道
・
瀞
川
線
に
入
り
、

鉢
伏
山
鞍
部
の
氷
ノ
山
展
望
駅
か
ら
う
っ
す
ら
と
積
雪
の

あ
る
山
道
を
登
り
、
初
冠
雪
の
氷
ノ
山
を
眺
望
し
ま
し
た
。

10
月
の
初
雪
体
験
と
云
う
こ
と
で
思
い
出
深
い
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
と
な
り
ま
し
た
。

　

天
候
も
徐
々
に
回
復
し
、

瀞
川
山
へ
の
ミ
ニ
登
山
を
終

え
、
瀞
川
線
を
経
由
し
て
兎

和
野
高
原
へ
と
向
か
い
ま
し

た
。

　

兎
和
野
高
原
で
昼
食
を
取

り
、
木
の
殿
堂
や
兎
和
野
の

大
カ
ツ
ラ
を
見
学
し
、
但
馬

高
原
植
物
園
で
は
紅
葉
を
楽

し
み
な
が
ら
和
地
の
大
カ
ツ

ラ
や
山
野
草
の
自
然
観
察

を
行
い
、
15
時
前
に
帰
路

に
就
き
ま
し
た
。

　

途
中
、
朝
来
市
山
東
町

の
北
近
畿
豊
岡
自
動
車
道

の
道
の
駅
「
但
馬
の
ま
ほ

ろ
ば
」
で
休
憩
し
、
但
馬

で
の
お
み
や
げ
を
買
っ
て

頂
き
ま
し
た
。

　

今
回
の
ツ
ア
ー
は
天
候

に
恵
ま
れ
な
い
面
も
あ
り
ま
し
た
が
、
思
わ
ぬ
寒
さ
や
初

雪
体
験
、
オ
ミ
ナ
エ
シ
の
植
栽
な
ど
思
い
出
深
い
も
の
と

な
り
ま
し
た
。
参
加
者
の
皆
様
や
ご
協
力
・
ご
支
援
を
頂

い
た
関
係
者
に
心
か
ら
お
礼
と
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

３
．
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
（
抜
粋
）

　

参
加
者
35
人
中
32
人
の
方
か
ら
回
答
を
頂
く
と
も
に
、

沢
山
の
ご
意
見
を
頂
き
ま
し
た
。

Ｑ
、
こ
れ
ま
で
林
道

工
事
に
つ
い
て
、

自
然
破
壊
（
自
然

へ
の
負
荷
）
の
イ

メ
ー
ジ
を
持
た
れ

て
い
ま
し
た
か
？

Ｑ
、
今
回
の
林
道
は
、

自
然
環
境
に
対
し

て
負
荷
を
与
え
て

い
る
と
感
じ
ま
し

た
か
？

　

こ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
か
ら
、
林
道
ウ
ォ
ー
ク
に
参
加

し
て
頂
き
、
若
干
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
に
繋
が
っ
た
よ
う

に
思
わ
れ
ま
す
。

【
頂
い
た
意
見
・
感
想
】

　

◎
楽
し
か
っ
た
こ
と
・
楽
し
く
な
か
っ
た
こ
と

・
鹿
を
み
た
こ
と
、
巨
木
を
間
近
に
見
た
こ
と
、
紅

葉
が
美
し
か
っ
た
こ
と

・
民
間
の
ツ
ア
ー
で
は
入
れ
な
い
と
こ
ろ
に
入
れ
た

こ
と

・
オ
ミ
ナ
エ
シ
の
植
栽
、
地
す
べ
り
の
見
学

・
ス
タ
ッ
フ
の
皆
様
の
優
し
さ
と
熱
意

・
バ
ラ
エ
テ
ィ
に
富
ん
で
い
て
楽
し
か
っ
た
。
山
の

話
や
森
林
の
仕
事
に
つ
い
て
も
勉
強
で
き
て
良
か

っ
た

・
雨
で
行
動
が
制
限
さ
れ
た
こ
と
が
残
念

・
遠
く
て
バ
ス
に
乗
っ
て
い
る
時
間
が
長
く
苦
痛
で

し
た

　

◎
改
善
す
べ
き
点

・
ス
タ
ッ
フ
さ
ん
が
そ
ん
な
に
多
く
な
く
て
も
い
い

の
で
は
…

・
募
集
す
る
際
に
は
、
も
う
少
し
多
く
の
人
に
Ｐ
Ｒ

し
て
欲
し
い

・
他
の
地
域
に
も
ひ
ろ
げ
て
欲
し
い

・
歩
き
足
り
ま
せ
ん
で
し
た

・
バ
ス
か
ら
降
り
る
と
き
に
行
程
等
の
事
前
説
明
を

も
う
少
し
詳
し
く

・
耳
の
遠
い
人
も
い
る
の
で
、
ス
ピ
ー
カ
ー
を
用
意

し
て
欲
し
い

　

こ
の
他
に
も
沢
山
の
貴
重
な
ご
意
見
を
頂
戴
し
て
お
り
、

今
後
の
ツ
ア
ー
の
参
考
に
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

　

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

少し
大きい
19%

とても大きい
9%

どちらとも
いえない
50%

少ない
19%

ほとんどない 3%

少し大きい
6%

とても大きい
7%

どちらとも
いえない
45%

少ない
26%

ほとんどない
16%

オミナエシの植栽大久保地すべり工事見学

瀞川山頂上付近
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ロ
ー
プ
ネ
ッ
ト
・ロ
ッ
ク
ボ
ル
ト
併
用
工
法
研
究
会
講
演
会

「
斜
面
対
策
工
法
の
新
し
い
考
え
方（
耐
震
を
含
む
）」

兵
庫
県
農
政
環
境
部
農
林
水
産
局
治
山
課

１
．
は
じ
め
に

　

平
成
22
年
12
月
２
日
、
ロ
ー
プ
ネ
ッ
ト
・
ロ
ッ
ク
ボ
ル

ト
併
用
工
法
研
究
会
の
主
催
、
愛
知
県
農
林
水
産
部
農
林

基
盤
担
当
局
森
林
保
全
課
の
共
催
に
よ
り
、「
斜
面
対
策

工
法
の
新
し
い
考
え
方
」
講
演
会
が
開
催
さ
れ
、
研
究
会

員
や
兵
庫
県
・
愛
知
県
の
職
員
約
70
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
講
演
会
で
発
表
が
あ
り
ま
し
た
沖
村
孝
神
戸

大
学
名
誉
教
授
に
よ
る
「
リ
ア
ル
タ
イ
ム
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ

プ
シ
ス
テ
ム
」
や
林
拙
郎
三
重
大
学
名
誉
教
授
に
よ
る

「
地
震
に
よ
る
土
砂
災
害
」
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

２�

．
リ
ア
ル
タ
イ
ム
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
シ
ス
テ
ム

⑴
ハ
ー
ド
対
策
の
限
界
と
減
災

　

こ
れ
ま
で
土
砂
災
害
の
対
策
は
、「
行
為
の
規
制
」

と
「
防
災
構
造
物
の
施
工
」
の
２
本
柱
で
進
め
て
き

て
い
る
。
防
災
構
造
物
の
ハ
ー
ド
対
策
に
よ
り
道
路

や
鉄
道
等
の
被
災
箇
所
数
は
減
少
傾
向
に
あ
る
が
、

そ
の
一
方
で
図
１
に
示
す
よ
う
に
新
た
な
宅
地
開
発

に
よ
り
土
砂
災
害
の
危
険
な
箇
所
は
増
加
し
続
け
て

お
り
、
ハ
ー
ド
対
策
に
よ
る
安
全
確
保
に
は
限
界
が

あ
る
。
こ
の
よ
う
な
中
で
１
９
９
９
年
の
広
島
災
害

を
契
機
に
「
土
砂
災
害
防
止
法
」
と
い
う
法
律
に

「
避
難
」
と
い
う
考
え
方
が
組
み
込
ま
れ
た
。

⑵
土
砂
災
害
警
戒
区
域
と
土
砂
災
害
警
戒
情
報

　

従
来
、
危
険
な
場
所
の
予
知
は
、
山
崩
れ
等
が
起

き
る
危
険
な
斜
面
等
を
知
る
こ
と
で
あ
り
、
危
険
な

時
刻
情
報
は
、
大
雨
警
報
等
の
雨
に
関
す
る
情
報
の

み
で
土
砂
災
害
発
生
と
の
関
係
ま
で
に
は
至
っ
て
い

な
か
っ
た
。
し
か
し
、「
土
砂
災
害
防
止
法
」
に
よ

る
土
砂
災
害
警
戒
区
域
（
イ
エ
ロ
ー
地
域
）
の
指
定

に
伴
う
避
難
体
制
の
整
備
が
求
め
ら
れ
る
な
か
、
被

害
を
受
け
る
危
険
な
場
所
と
危
険
な
時
刻
（
災
害
が

発
生
す
る
可
能
性
を
予
報
）
が
必
要
と
な
り
、
今
ま

で
の
情
報
と
は
違
っ
た
デ
ー
タ
を
知
る
必
要
が
出
て

き
た
。

　

現
行
の
土
砂
災
害
警
戒
情
報
の
手
法
と
し
て
は
、

地
域
特
有
の
過
去
の
災
害
経
験
と
降
雨
量
（
総
降
雨

量
と
降
雨
強
度
）
か
ら
避
難
基
準
を
設
け
る
Ｃ
Ｌ
法

（
砂
防
方
式
）
や
気
象
庁
に
よ
る
土
壌
雨
量
指
数

（
直
列
３
段
タ
ン
ク
モ
デ
ル
に
よ
る
地
中
に
溜
ま
る

降
雨
量
）、
こ
の
土
壌
雨
量
指
数
と
降
雨
強
度
を
活

用
し
た
連
携
案
（
降
雨
出
現
確
率
）
が
あ
る
。

⑶
リ
ア
ル
タ
イ
ム
ハ
ザ
ー
ド
シ
ス
テ
ム

　

兵
庫
県
で
は
、
Ｃ
Ｌ
法
と
連
携
案
の
両
方
を
使
用

し
て
、
市
町
単
位
で
土
砂
災
害
警
戒
情
報
を
発
令
し

て
い
る
が
、
範
囲
が
広
い
市
町
で
の
警
戒
情
報
の
絞

り
込
み
や
気
象
情
報
の
細
分
化
に
対
応
す
る
過
去
の

災
害
経
験
場
所
と
の
関
連
な
ど
、
災
害

捕
捉
の
精
度
に
課
題
が
あ
る
。

　

降
雨
予
報
の
観
測
精
度
が
向
上
し
、

詳
細
な
地
形
情
報
が
容
易
に
取
得
で
き

る
状
況
に
お
い
て
、
経
験
的
な
知
識
や

知
見
に
頼
ら
な
い
力
学
的
な
解
析
が
有

効
で
あ
り
、
現
在
、
警
戒
区
域
の
絞
り

込
み
と
効
果
的
な
警
戒
時
刻
を
把
握
す

る
「
リ
ア
ル
タ
イ
ム
ハ
ザ
ー
ド
シ
ス
テ

ム
」
の
構
築
を
手
が
け
て
い
る
。
こ
の

シ
ス
テ
ム
は
、
頂
部
、
谷
壁
、
谷
底
の

地
形
分
類
や
地
質
区
分
に
応
じ
た
崩
壊

土
層
厚
、
粘
着
力
、
内
部
摩
擦
角
デ
ー

タ
に
レ
ー
ダ
ー･

ア
メ
ダ
ス
解
析
雨
量

農
政
環
境
部
農
林
水
産
局
治
山
課

写真2　林拙郎三重大学名誉教授

図1　急傾斜地危険箇所数と整備の推移

写真1　沖村孝神戸大学名誉教授

図2　地形と集水モデルによる解析
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や
予
報
雨
量
を
入
力
し
、
図
２
に
示
す
集
水
モ
デ
ル

に
よ
る
浸
透
水
位
を
用
い
た
無
限
長
斜
面
安
定
解
析

に
よ
り
、
10
ｍ
メ
ッ
シ
ュ
の
危
険
度
判
定
を
行
う
も

の
で
あ
り
、
こ
れ
に
よ
り
200
㎢
程
度
の
広
範
囲
を
数

分
以
内
で
解
析
し
、
30
分
ご
と
に
図
３
に
示
す
よ
う

な
情
報
の
提
供
が
可
能
と
な
る
。
こ
の
２
年
間
で
六

甲
山
系
で
試
行
運
用
し
、
推
定
土
層
厚
の
見
直
し
や

危
険
度
判
定
の
検
証
を
行
っ
て
お
り
、
今
後
県
下
で

の
展
開
に
向
け
、
実
用
的
な
シ
ス
テ
ム
を
構
築
す
る

こ
と
を
目
指
し
て
い
る
。

３�

．
地
震
に
よ
る
土
砂
災
害

⑴
能
登
半
島
地
震
の
概
要
と
土
砂
災
害
の
実
態

　

２
０
０
７
年
３
月
25
日
に
能
登
金
剛
北
の
黒
崎
海

岸
沖
を
震
源
と
し
た
Ｍ
６
・
９
の
地
震
に
よ
っ
て
、

土
砂
災
害
が
発
生
し
た
。
そ
の
範
囲
は
、
図
4
に
示

す
と
お
り
地
震
断
層
と
周
辺
の
範
囲
（
余
震
域
）
に

限
定
的
で
、
海
岸
部
の
崖
崩
壊
や
小
崩
壊
を
除
く
と

加
速
度
500 

gal
以
上
の
地
域
に
集
中
し
て
い
た
。
地
震

発
生
前
に
降
雨
が
あ
っ
た
が
、
崩
壊
へ
の
影
響
は
な

く
、
む
し
ろ
融
雪
に
よ
る
湧
水
や
火
山
性
の
地
質
が

起
因
で
、
崩
壊
後
３
日
間
、
土
砂
が
流
下
し
続
け
る

特
異
な
崩
壊
も
発
生
し
た
。

　

崩
壊
地
の
傾
斜
角
、
加
速
度
、
地
質
等
の
デ
ー
タ

解
析
か
ら
、
加
速
度
と
急
傾
斜
地
崩
壊
面
積
の
比
例

関
係
や
加
速
度
の
方
向
に
よ
っ
て
は
、
地
質
因
子
の

影
響
も
確
認
さ
れ
た
。（
図
５
）
ま
た
、
傾
斜
地
震
度

係
数
Skf
を
用
い
て
崩
壊
面
積
率
Sa
を
算
出
し
た
結
果
、

崩
壊
面
積
率
Sa
と
傾
斜
地
震
度
係
数
Skf
の
関
係
か
ら

線
形
的
、
対
数
式
で
概
ね
表
現

で
き
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。

⑵
東
海
・
東
南
海
地
震
に
関
す
る
事
項

　

過
去
の
地
震
な
ら
び
に
能
登
半
島
地
震

で
整
理
さ
れ
た
崩
壊
面
積
率
Sa
と
傾
斜
地

震
度
係
数
Skf
の
関
係
か
ら
、
火
山
性
脆
弱

な
地
質
で
は
、
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
が
小
さ

い
ケ
ー
ス
で
も
崩
壊
発
生
率
が
高
く
、
東

海
・
東
南
海
地
震
に
お
い
て
Ｍ
８
規
模
の

地
震
が
発
生
し
た
場
合
、
中
部
地
域
の
地

質
で
は
、
崩
壊
面
積
率
１
％
以
上
で
あ
る
と
予
想
さ

れ
る
。（
図
６
）

⑶
地
震
後
の
不
安
定
土
塊
の
崩
壊
予
測

　

２
０
０
８
年
４
月
三
重
県
中
部
地
震
で
発
生
し
た

不
安
定
土
塊
の
崩
壊
に
つ
い
て
、
ク
リ
ー
プ
曲
線
と

ク
リ
ー
プ
モ
デ
ル
か
ら
崩
壊
モ
ー
ド
へ
移
行
す
る
時

間
を
予
測
し
た
。
斜
面
移
動
量
（
変
位
）
の
計
測
は
、

下
部
の
受
動
域
で
な
く
、
上
部
斜
面
の
ク

ラ
ッ
ク
長
を
移
動
量
と
し
て
測
定
す
る
。

高
さ
50
ｍ
幅
70
ｍ
の
崩
壊
性
地
す
べ
り
が

発
生
し
た
津
市
中
村
町
で
は
、
計
測
移
動

量
に
対
す
る
避
難
基
準
と
し
て
、
表
１
を

参
考
に
４
㎜
／
ｈ
又
は
10
㎝
／
日
を
適
用

し
た
。
奈
良
県
で
崩
壊
が
発
生
し
た
際
の

移
動
量
も
15
・
５
㎝
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、

10
㎝
／
日
が
崩
壊
モ
ー
ド
へ
進
入
す
る
目

安
と
な
り
、
今
後
こ
こ
に
至
る
時
間
あ
た

り
の
移
動
量
の
考
察
が
必
要
で
あ
る
。

表1　避難開始の変位速度等

崩壊名 限界速度 vc trc
日数（d）

tr
日数（d）（㎜/h） （㎝/d）

安居山 4.2 10　　 11　　　　 39　　　
高場山 5.5 13.3 1.4　 12　　　
浅虫 7.9 19　　 1.5　 16　　　
土讃線 4.1 　9.9 0.83 1.8
地附山Ｂ 16　　　 38　　 1.8　 7.7
地附山Ｃ 9.8 23.6 3.2　 12　　　
地附山Ｄ 8.5 20.4 1.6　 11　　　

注）trc：崩壊モードⅡへの移行点（vc、tc）から崩壊までの日数
　　tr：定常クリープ終了後から崩壊までの総日数

図3　土砂災害警戒区域の危険表示例

（図4）

（図5）

（図6）

表示区分 表示色 表示基準

警　　戒 赤 安全率＜１

警戒準備 黄 １≦安全率＜1.05

そ の 他 無色 1.05≦安全率

断層距離と急傾斜崩壊面積率

崩壊面積率Saと傾斜地震度係数Skf の関係

地震による崩壊面積率

①断層からの距離が大で崩壊面積率は低下する。
②下盤と上盤で崩壊発生に差異は特にみられない。
・断層から5㎞で崩壊面積率は1%、15㎞でほぼ0％（地震砂防,2000）

Sa = 0.0179Skf
3.06

R2 = 0.728(***)

0.001

0.01

0.1

1

10

0.001

0.01

0.1

1

10

0.1 1 10 0.1 1 10
Skf Skf

Sa

nm
A
Gn
K
smg

Sa= 0.0127Skf
2.91

R2 = 0.722(***)
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N-S E-W
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マグニチュードM

崩
壊
面
積
率
 S
a（
％
）

直下型・横ずれ断層 

直下型・逆断層 

横ずれ断層
逆断層：関東地震･中越地震･台湾集集地震･今市地震

火山性
脆弱

火山空白域で
も、中央構造
線はあり、崩
壊は発生、
・道路寸断
・家屋破壊
・避難生活
　等は考慮す
　べき。
・岩手･宮城：
　M7.2 

十勝沖
地震

能登半島地震

新潟地震

0.01

0.1

1

10

100
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兵
庫
県
、
豊
岡
市
、（
社
）
兵
庫
県
緑
化
推
進
協
会
の

主
催
に
よ
る
「
ひ
ょ
う
ご
森
の
ま
つ
り
２
０
１
０
」
が
、

11
月
13
日
（
土
）、
14
日
（
日
）
に
豊
岡
市
日
高
町
名
色

地
区
（
県
立
但
馬
ド
ー
ム
周
辺
）
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
同
ド
ー
ム
を
会
場
に
し
た
「
但
馬
ま
る
ご
と
感
動

市
」
と
同
時
開
催
と
な
り
、
両
日
で
約
10
万
６
千
人
の
来

場
者
を
迎
え
、
県
民
参
加
に
よ
る
森
づ
く
り
を
一
層
推
進

す
る
大
会
と
な
り
ま
し
た
。

　　

会
場
の
名
色
地
区
は
、
神
鍋
高
原
に
あ
り
、
氷
ノ
山
後

山
那
岐
山
国
定
公
園
の
区
域
に
指
定
さ
れ
、
四
季
折
々
の

山
野
草
を
楽
し
む
ハ
イ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
も
あ
り
、
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
、
ス
ポ
ー
ツ
で
自
然
を
満
喫
で
き
る
場
所
で

す
。

　

式
典
で
は
、
井
戸
知
事
、
地
元
の
中
貝
豊
岡
市
長
に
よ

る
主
催
者
あ
い
さ
つ
や
各
種
表
彰
行
事
、
ビ
ー
ル
販
売
額

の
一
部
を
県
の
「
緑
の
募
金
」
に
寄
付
い
た
だ
い
た
ア
サ

ヒ
ビ
ー
ル
（
株
）
神
戸
統
括
支
社
へ
の
緑
の
募
金
大
臣
感

謝
状
の
伝
達
や
県
森
林
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
連
絡
協
議
会

の
宣
誓
、
緑
の
少
年
団
に
よ
る
宣
誓
が
行
わ
れ
、
県
猟
友

会
の
協
力
に
よ
る
キ
ジ
の
放
鳥
で
式
典
は
締
め
く
く
ら
れ

ま
し
た
。

　

こ
の
あ
と
、
知
事
と
豊
岡
市
長
が
、
緑
の
少
年
団
と
県

職
退
職
者
で
構
成
す
る
林
友
会
の
介
添
え
で
、
イ
ロ
ハ
モ

ミ
ジ
と
ト
チ
ノ
キ
の
記
念
植
樹
を
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
式
典
後
の
会
場
ス
テ
ー
ジ
で
は
、
県
警
音
楽
隊

に
よ
る
演
奏
や
丸
太
切
り
大
会
、
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
・
ア
ー

ト
作
品
の
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
な
ど
が
展
開
さ
れ
、
そ
の
他
、

神
鍋
山
の
魅
力
を
体
験
で
き
る
神
鍋
山
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
や

里
山
整
備
体
験
、
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
・
ア
ー
ト
体
験
な
ど
県

民
参
加
型
イ
ベ
ン
ト
も
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
ス
テ
ー
ジ
ま
わ
り
の
ブ
ー
ス
で
は
、「
考
え

る
・
学
ぶ
ゾ
ー
ン
」
と
「
や
っ
て
み
る
・
体
験
し
て
み
る

ゾ
ー
ン
」
に
分
け
、
災
害
に
強
い
森
づ
く
り
な
ど
の
パ
ネ

ル
展
示
を
は
じ
め
、
森
林
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
の
活
動
Ｐ

Ｒ
、
間
伐
材
を
用
い
た
ク
ラ
フ
ト
づ
く
り
な
ど
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

今
年
の
「
ひ
ょ
う
ご
森
の
ま
つ
り
２
０
１
１
」
は
、
秋

季
に
淡
路
市
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

ど
う
ぞ
、
ご
家
族
そ
ろ
っ
て
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

緑
豊
か
な「
豊
岡
市
日
高
町
名
色
地
区
」で

「
ひ
ょ
う
ご
森
の
ま
つ
り
２
０
１
０
」を
開
催

兵
庫
県
農
政
環
境
部
環
境
創
造
局
豊
か
な
森
づ
く
り
課

県警音楽隊の演奏

緑の少年団の宣誓

記念植樹

大臣感謝状の伝達

知事の挨拶
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平成22年度補正予算、平成23年度予算の概算決定について

第
25
回「
ひ
ょ
う
ご
木
材
フ
ェ
ア
」

�

10
月
10
日
㈰
開
催

兵
庫
県
木
材
利
用
推
進
協
議
会

平成22年度補正予算
　国の経済・雇用対策の補正予算を受けて、県においても10月・12月と続けて補正予算が組まれました。

　

兵
庫
県
木
材
利
用
推
進
協
議
会

（
林
業
関
係
団
体
で
構
成
―
会
長
・

野
村
昌
弘
）
は
、「《
木
材
は
人
と
地

球
に
や
さ
し
い
循
環
資
源
》
木
材
を

使
っ
て
、
人
に
健
康
を
、
森
林
に
元

気
を
」
を
テ
ー
マ
に
、
神
戸
市
中
央

区
の
神
戸
ハ
ー
バ
ー
ラ
ン
ド
（
モ
ザ

イ
ク
周
辺
）
に
お
い
て
、
第
15
回
ラ

ジ
オ
関
西
ま
つ
り
と
共
催
で
、
毎
年

恒
例
の
「
第
25
回
ひ
ょ
う
ご
木
材
フ

ェ
ア
」
を
10
月
10
日
（
日
）
に
開
催

し
、
約
８
万
５
千
人
の
来
場
が
あ
り

ま
し
た
。

　

秋
晴
れ
に
恵
ま
れ
た
会
場
で
は
、

家
具
や
玩
具
な
ど
の
身
近
な
木
製
品

の
展
示
・
販
売
や
、
子
供
達
に
よ
る

平成23年度予算の概算決定について
　平成23年度公共事業の概算決定額が公表されました。
温暖化による山地災害の発生リスクが増大しており、
山地災害の復旧対策として実施する「復旧治山」「地
すべり防止」「防災林整備」等を統合し、「山地治山総
合対策事業」を創設し、予算の大括り化を行い事業間
の使途の融通性を向上させています。
　また、林道関係予算では、夏の概算要求段階におい
ては、地域再生基盤強化交付金は廃止とされていまし
たが、内閣府の概算決定において地域活性化の推進と
して621.9億円が計上されました。

構
造
モ
デ
ル
の
組
立
体
験
、
親
子
で

楽
し
め
る
木
工
教
室
や
木
だ
ま
遊
び

な
ど
、
日
曜
日
の
一
日
を
家
族
連
れ

等
で
過
ご
す
多
く
の
参
加
者
で
賑
わ

い
ま
し
た
。

　

そ
の
ほ
か
、
住
宅
模
型
や
筋
か
い

効
果
モ
デ
ル
、
フ
ロ
ー
リ
ン
グ
や
壁

面
パ
ネ
ル
、
継
手
・
仕
口
部
分
カ
ッ

ト
モ
デ
ル
の
展
示
、「
木
の
特
性
」「
木

造
住
宅
の
良
さ
」「
兵
庫
県
産
木
材

利
用
木
造
住
宅
特
別
融
資
制
度
」
の

パ
ネ
ル
展
示
、
降
雨
体
験
装
置
・
土

石
流
実
験
装
置
の
実
演
な
ど
に
よ
り
、

「
木
の
良
さ
」「
森
林
の
役
割
」
に
つ

い
て
Ｐ
Ｒ
を
行
い
ま
し
た
。

構造モデルの組立体験

降雨体験装置による実演

単位：億円

事　項 22年度
予算額

23年度概算
決定額

対前年度比
（％）

農 業 農 村 整 備
林 野 公 共

治 山
森 林 整 備

水 産 基 盤 整 備
海 岸
農山漁村地域整備交付金

2,129
1,870
688

1,182
822
49

1,500

2,129
1,790
608

1,182
724
41

（1,408）� 318

100.0
95.7
88.4
100.0
88.0
82.7

（93.9）�21.2
一 般 公 共 事 業 費 計 6,371 （6,092）�5,002 （95.6）�78.5
災 害 復 旧 等 193 193 100.0
公 共 事 業 費 計 6,563 （6,285）�5,194 （95.8）�79.1
注：（　）書きは、一括交付金への拠出額を含む金額

治山 単位：百万円

事項 予算 事業名 実施箇所 箇所数 事業費

治山事業
（公共）

10月補正（予備費分） 復旧治山 神戸市 　3 22

12月補正

復旧治山 神戸市 　1 133
水源地域 神河町 　1 20
奥地保安林保全緊急対策 豊岡市ほか 　3 188

小計 　5 341

12月補正
（ゼロ国債分）

復旧治山 丹波市ほか 　4 306
奥地保安林保全緊急対策 多可町ほか 　3 164
地すべり防止 香美町ほか 　4 196

小計 11 666
計 19 1,029

治山事業
（県単）

10月補正 県単独緊急防災 姫路市ほか 13 400
12月補正 県単独緊急防災 市川町ほか 13 400

計 26 800
合計 45 1,829

林道（国内示額） 単位：百万円

事項 予算 路線名 事業費

森林環境保全
整備事業　　

12月
補正

八木谷・大谷線 　51
粟鹿山線 　99
小計 150

農産漁村地域
整備交付金　

12月
補正 前地・カンカケ線 　43

合計 193
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協 会 だ よ り

編

集

後

記

　

文
部
科
学
省
科
学
技
術
政
策
研
究
所
が
10
月

に
行
っ
た
、
最
近
の
新
聞
報
道
さ
れ
た
科
学
技

術
に
関
す
る
記
事
の
中
で
「
最
も
関
心
の
あ
る

話
題
」
の
第
1
位
は
、
小
惑
星
探
査
機
「
は
や

ぶ
さ
」
に
な
っ
た
と
報
道
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

は
や
ぶ
さ
の
帰
還
は
6
月
で
し
た
が
、
小
惑

星
「
イ
ト
カ
ワ
」
の
か
け
ら
に
関
す
る
情
報
が

入
り
多
く
の
方
の
関
心
を
集
め
た
よ
う
で
す
。

　

地
球
か
ら
約
3
億
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
離
れ
た
小

惑
星
か
ら
持
ち
帰
っ
た
物
質
は
、
地
球
や
火
星

を
含
む
太
陽
系
が
46
億
年
前
に
誕
生
し
た
当
時

の
状
態
を
と
ど
め
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
小
惑
星

は
地
球
と
同
じ
よ
う
に
太
陽
の
周
り
を
ま
わ
り
、

時
に
は
隕
石
と
し
て
地
球
に
落
ち
て
く
る
も
の

と
同
じ
で
あ
る
。
ま
た
、
太
陽
系
誕
生
の
き
っ

か
け
に
な
っ
た
星
の
爆
発
が
起
き
た
と
き
に
、

散
ら
ば
っ
た
大
量
の
が
れ
き
が
集
ま
っ
て
出
来

た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

特
に
今
回
持
ち
帰
っ
た
微
粒
子
は
、
火
山
活

動
が
な
く
、
内
部
で
化
学
反
応
等
も
起
き
て
い

な
い
小
惑
星
か
ら
直
接
採
取
し
た
た
め
、
太
陽

系
誕
生
の
46
億
年
前
の
状
態
を
保
っ
て
い
る
事

か
ら
、
い
わ
ば
太
陽
系
の
「
化
石
」
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。

　

今
後
、
微
粒
子
の
一
部
は
、
理
化
学
研
究
所

の
大
型
実
験
施
設
「S

pring-8

」
に
運
び
放

射
光
を
当
て
て
詳
し
い
分
析
が
さ
れ
る
。
わ
れ

わ
れ
の
近
く
で
こ
の
よ
う
な
地
球
、
太
陽
系
の

起
源
に
つ
い
て
、
実
験
、
研
究
が
な
さ
れ
て
い

る
事
に
対
し
、
驚
き
と
、
期
待
が
入
り
混
じ
っ

て
い
ま
す
、
今
後
の
分
析
結
果
が
楽
し
み
で
す
。

　

平
成
22
年
11
月
1
日
か
ら
、
新
規
事
業
と
し
て

平
成
24
年
３
月
ま
で
の
予
定
で
、
当
協
会
が
取
り

組
ん
で
い
ま
す
渓
流
・
作
業
道
被
害
復
旧
調
査
事

業
の
ス
タ
ッ
フ
を
紹
介
い
た
し
ま
す
。
向
か
っ
て

左
か
ら
内
海
利
為
、
三
好
廣
治
、
市
橋
稔
也
、
山

田
渉
、
藤
内
義
隆
、
北
脇
修
司
で
す
。
み
な
さ
ん

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
11
月
か
ら
当
協
会
の

西
播
磨
事
務
所
、
で
勤
務
し
て
い
た
だ
い
て
お
り
、

23
年
３
月
ま
で
は
、
佐
用
町
内
の
渓
流
・
作
業
道

の
現
地
調
査
に
活
躍
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

原
木
の
供
給
か
ら
販
売
ま
で
一
貫
し
て
行
う

「
兵
庫
木
材
セ
ン
タ
ー
が
」
昨
年
完
成
し
、
11
月

７
日
に
宍
粟
市
に
お
い
て
皆
川
林
野
庁
長
官
を
招

き
竣
工
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
施
設
は
原
木
の
集
積
、
選
木
機
、
製
材
施

設
、
人
工
乾
燥
機
等
を
備
え
、
原
木
の
供
給
か
ら

販
売
ま
で
一
貫
し
て
行
う
大
型
工
場
で
、
今
後
本

格
稼
働
に
入
る
予
定
で
あ
り
、
23
年
度
は
原
木
取

扱
量
を
10
万
４
千
㎥
と
見
込
ん
で
い
ま
す
。
25
年

度
以
降
フ
ル
稼
働
に
持
っ
て
行
く
計
画
で
、
年
間

原
木
取
扱
量
を
約
13
万
㎥
と
し
て
お
り
、
年
間
約

20
億
円
規
模
の
販
売
額
を
目
標
と
し
て
い
ま
す
。

渓
流・作
業
道
被
害
復
旧
調
査
事
業

�

の
ス
タ
ッ
フ
紹
介

兵
庫
木
材
セ
ン
タ
ー
が
完
成

28のポケットを持つ選木機と集積され
た材

15基の乾燥機が設置され搬入される材

木材センター全景 木材センター入り口


